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土 器 胎 士 の 鉱 物 を 求 めて
一土器製作地推定のための基礎的研究-

調査課第三調査係
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T h e T h i r d R e s e a r c h S e c t i o n

要旨
一つの遺跡で時代や時期を考慮せずに土器の胎士を見ていくと，中の成分には様々な種類が認められる。土器

が遺跡周辺で製作されているとすれば同じような胎士になると考えられるが，そうならないのはなぜだろう。こ
の疑問に答えるべく，遺跡周辺にはどのような鉱物や岩片があるのか，また特徴的な鉱物・岩片はどこで産出す
るのか，各地の河川の砂礫を採集して調べてみた。今回は７種類の鉱物・岩片について調べてみたが，その結果
それぞれの鉱物・岩片が存在する地域や，殊にそれらが多量に存在する地域，また逆に存在が認められない地域
などがはっきりしてきた。さらに，土器の胎士と比較すると，それぞれの土器に出土遺跡近辺では産出しない鉱
物・岩片が含まれているものも認められることが明らかとなった。

キーワード胎士分析，実体顕微鏡観察，鉱物，岩片，河川砂礫，定性的分析

最上優子石丸良輔内村光伸西園勝彦
平美典相美伊久雄佐藤真人甲斐康大

河川砂礫の観察を佐藤がおこなった。本論は１．４．
６．７を東が，２を相美が，３を佐藤が，５を東・永濱
功治がそれぞれ執筆し，第１．２図を内村が作成した。
なお，本論で使用している市町村名は平成16(2004)

年９月末日現在のものである’)。

１はじめに
鹿児島県内に限らず一つの遺跡を発掘調査すると，各

時代・各時期の多種多様な土器が出土する。それらの土
器を分類する際，形や文様あるいは器面調整に目がうば
われがちであるが，土器の材料となる胎士も様々な種類
があり，多彩であることに改めて気付かされる。
すべての土器が地元でつくられたのであれば，その材

料も時期を越えて似ていると考えられるが，そうならな
いのはなぜか。この素朴な疑問に対して，少しでも答え
に近づくためには，まず士器の胎士に含まれる鉱物・岩
片が，本当に遺跡の近隣の川にあるのかどうかを調べる
ことが近道であると考えた。
このような考えの下に，第三調査係の職員全員で県内

各地あるいは県外の主要河川の砂礫を採集して，それぞ
れの流域の特徴を調べることにした。今回は鹿児島県
164地点，県外７０地点の砂礫を採集し，実体顕微鏡によ
る観察で鉱物・岩片を調べ，その有無及び相対的な量を
把握した。
土器の胎士については，一型式ごとに詳細に見ていな

いので，これまで言われていた範囲程度の提示にとどめ
たい。それでも，胎士に含まれる鉱物・岩片が産出する
範囲は，ある程度絞り込まれてきたと考えられる。そし
て,それに伴って新たに派生する課題を明らかにしたい。
河川砂礫の採集と観察前処理をおこなったメンバーは

次のとおりである。
牛 ノ 濱 修 繁 昌 正 幸 宮 田 栄 二 東 和 幸
高岡和也宗岡克英関明恵吉井秀一郎
國師洋之吉岡康弘星野一彦日高勝博

２胎土分析の概要と鹿児島県における研究現状
土器の胎土分析は製作地の推定や年代の推定，また焼

成温度などの製作技法の推定に用いられており，その中
でも特に製作地推定を目的とする研究が多い。
その製作地推定に関する胎士分析の方法論や研究史に

ついては，上條朝宏氏（上條1983）や清水芳裕氏（清水
1983)，千葉県文化財センター（千葉県文化財センター
1984)，そして水沢教子氏（水沢1992),松田光太郎・建
石徹両氏(松田･建石1999)等によりまとめられている。
詳細については先学の研究に譲るとして，以下胎士分析
についての方法や問題点などの概要を述べておきたい。
まず，分析方法としては光学顕微鏡観察（実体顕微鏡

や偏光顕微鏡）による方法と蛍光Ｘ線分析など機器を用
いる方法がある。今回は土器の器面を実体顕微鏡で観察
する方法を用いる。この方法は破壊を伴わず，また観察
前の準備が必要ないことが利点であるが，偏光顕微鏡に
比べると胎士に含まれる鉱物等の同定精度が劣ることや
定量的分析を行いにくいという欠点がある。
一方，最も同定精度が高いのは土器を薄片にして偏光

顕微鏡で観察する方法であるが，破壊を伴いまた薄片作
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成作業に多くの時間と労力が必要であることから，今回
は用いなかった。
次に分析対象物質は，これまでの研究で多く使用され

てきた河川砂礫を用いることにする。河川砂礫について
は河西学氏により「土器胎士原料が河川堆積物から構成
されるとは限らないものの，河川堆積物は上流域に分布
する表層地質を代表させることができるため，土器の産
地推定の比較対象としては有効である｡」との指摘がある
（河西2002)。
データの分析については，特定要素の有無を判断基準

とする定性的分析と鉱物などをカウントして組成を把握
して比較する定量的分析がある。
山地や島哩部，変成帯など地質条件が限定される地域

では定性的分析は有効であるが，多くの地質構成物が混
在する平野部などにおいては定性的分析により製作地を
推定することが難しく，定量的分析の方がより製作地を
限定できる（松田・建石1999)。今回は土器を薄片にす
る時間的余裕もなく，またポイントカウンター等の機器
もないことから定性的分析を行う。
また定性的分析・定量的分析のどちらにも言えること

であるが，広大な地域に同種の地質が分布する場合，製
作地の細別が難しく（清水1983)，また類似した地質が
複数点在する場合も製作地の限定が難しい（河西2002)。
鹿児島県は平野部が少ない反面,山地や島喚部が多く，

また地質が地域ごとに異なっており，定性的分析が有効
であると考えられる。
最後に士器の在地・非在地の判断についてであるが，

胎士分析の研究が土器の材料を遺跡周辺で調達したとい
う前提に立ったものであることから，遺跡周辺の地質条
件との比較から在地・非在地の判断をせざるを得ない。
従って，土器の材料を他地域から持ち込んで土器を製作
した場合は全て搬入土器と判断する危険性があり，特に
混和材自体の移動の可能性は否定できないであろう（松
田・建石1999)。そして土器自体が破砕されて新たに製
作される土器に混入される（シャモットされる）可能性
も考えられる（建石・小林2002)。
また，土器型式や器種ごとに異なる粘土採取露頭が存

在した可能性が考えられており（建石2004)，一遺跡内
での土器の材料に使い分けが指摘されている（水沢
2004）など，在地の土器製作者が収集し得る範囲の中に
どの程度の胎土のヴァリエーションが存在するのかとい
うことも考えなければならない（建石・小林2002)。胎
士分析上最大の課題は水沢氏が指摘するように（水沢
2004)，「在地胎土」をどのように限定するかということ
であろう。

ところで鹿児島県における土器の胎士について，これ
までも金色の雲母2)が大隅半島に分布する弥生時代の山
ノロ式土器に多く含まれることや，滑石が縄文時代の曽

畑式土器や並木式士器,阿高式土器に含まれることなど，
地域と土器型式（様式）を特徴づける混和材が存在する
ことがよく知られてきた。また，混和材そのものではな
いが，指宿地方で出土する縄文時代の指宿式土器や古墳
時代の成川式土器にみられるような，いわゆる「指宿色」
と呼ばれる赤紫色や紫色などの独特な色調を呈する土器
群の存在も知られている３)。
一方，自然科学的方法による土器の胎士分析4）は弥

生･古墳時代土器の蛍光Ｘ線分析（中村・中園ほか1995.
1996)や屋久町横峯遺跡出士縄文士器の蛍光Ｘ線分析(中
園・三辻ほか2001),その他には南西諸島及び九州本土
出土の縄文時代前期土器の胎士分析（今村・坂本ほか
1999)や吹上町辻堂原遺跡出土の成川式士器の胎士分析
(Shinoto･Hoffbauer2000)が行われている。
中村直子・中園聡両氏らによる１９９５年の研究では，薩

摩半島北部（外川江遺跡)，薩摩半島西部（高橋貝塚・松
木菌遺跡・万之瀬川河床遺跡・池辺遺跡）と薩摩半島東
部（鹿児島大学構内遺跡）の土器の蛍光Ｘ線分析を行っ
ている。その結果，外川江遺跡と高橋貝塚，そして他の
遺跡で化学特性の明瞭な違いが表れ，また高橋貝塚は隣
接する松木菌遺跡や万之瀬川河床遺跡と明瞭な違いが表
れたとしている。

1996年の研究では，薩摩半島西部（松木菌遺跡),薩
摩半島東部（鹿児島大学構内遺跡)，そして大隅半島（京
ノ峯遺跡）の弥生～古墳時代の土器を型式や時期差によ
る胎士の違いを明らかにすることを目的に蛍光Ｘ線分析
を行っている。その結果，胎士に金色の雲母が混入する
山ノロ式土器のような土器は松木菌・鹿児島大学構内両
遺跡の土器とは明瞭な違いが認められ，また金色の雲母
が混入していない土器でも，形態が大隅半島の地域色を
示しているもののほとんどに松木菌遺跡や鹿児島大学構
内両遺跡の土器との差異が認められたとしている。また，
松木菌遺跡出土の西北九州系や瀬戸内系の搬入品と考え
られる土器が,胎士の化学特性では在地士器との違いが
表れないものもあるとしている。

中園聡・三辻利一両氏らは横峯遺跡出土の縄文後期の
市来式土器と一湊式土器について，蛍光Ｘ線分析と重鉱
物分析を行っている。蛍光Ｘ線分析の結果，まとまった
分析を示す集団(A群）には，多くの黒雲母が観察され
た一湊式土器全てと市来式土器の半数が含まれ，一方Ａ
群から外れるものは全て市来式土器で，黒雲母が観察さ
れないとしている。そしてＡ群は在地製作のものである
ことを示唆しているとし，また分析結果と考古学的観察
結果とが一致しているとした。また重鉱物分析の結果，
一湊式土器と市来式土器の半数は在地製作の可能性があ

り，市来式土器の残り半数は島外からの搬入品の可能性
を考えている。
今村峯雄・坂本稔両氏らは土器胎士中の微量元素くり
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リウムに注目した産地推定法を用いて胎土分析を行って
いる。その成果の中で特に，奄美大島・沖永良部島・宝
島出土の各１点が異なる土器型式であるものの，極めて
近い指標値を示したことは注目できる。このことについ
て，土器もしくは粘土に関しては数百km離れた奄美大
島・沖永良部島・宝島間での海上交流があったことを示
すものであり，移動したものが土器であるのか粘士であ
るのかは判断できないが，粘士をあまり産しないこれら
の地域では士器または粘土の交流がひろく行われたこと
を示す具体的な証拠としている。
Shinoto・Hoffbauer両氏は辻堂原遺跡出土の成川式土

器を胎士によって３分類し，実体顕微鏡観察や蛍光Ｘ線
分析などを行っている。この中で特に注目したいのは精
製粘土に認められる直径０.１～２mm以上の赤みがかかっ
た茶色の斑点（本論でいう赤色粒子）について，磁鉄鉱
が土器の焼成後赤鉄鉱に変化したものであることが分か
った点である。
また，自然科学的方法ではないが，異なる粘士を用い

て製作された土器を紹介した本田道輝氏の研究（本田
1996.2000）も重要であろう。

このように鹿児島県でも土器の胎士分析はある程度行
われてきたが，それらは蛍光ｘ線分析など機器を用いる
方法がほとんどである。また，胎士分析に必要な比較対
象物質の一つである河川砂礫の採集もまったくなされて
こなかった。そこで本論では土器の胎士分析のための基
礎的研究として，まず鹿児島県内の河川砂礫を採集し，
そしてその河川砂礫の実体顕微鏡観察を行って，その観
察データを提示し，最後に若干ではあるが土器との比較
を行うことにする。

河川砂礫の特徴について述べていきたい。
（２）各地域の河川砂礫の特徴について

①鹿児島湾岸南西部
鹿児島湾岸南西部の資料としては，稲荷川・甲突川・

新川・永田川の砂礫を分析した。それらの砂礫に共通す
る特徴としては，軽石，雲母片以外の鉱物が比較的含ま
れているという点である。また周辺部として挙げた喜入
町の愛宕川･八幡川･貝底川･鈴川･田貫川のうち，鈴川と
田貫川は流域も短く，角閃石が目立つという点が共通し
ている。
②開聞岳周辺

特に特徴的な傾向は見られないが，付近の河川は共通
して長石と角閃石が多く含まれており，二反田川では僅
かに雲母片も含まれている。
③ 南 薩 地 域

知覧町・枕崎市・坊津町・笠沙町・大浦町・加世田市・
川辺町を範囲として設定した。全体の特徴としては石英
が若干含まれることである｡また枕崎市の中洲川･花渡川，
坊津町の泊川，川辺町の大谷川･野崎川･八瀬尾の滝，笠
沙町の笠石川では粒子が細かく粘士質の黄色い士が鉱物
片に共通して付着していた。
④吹上浜沿岸
河川砂礫に含まれる鉱物の中で，今回分類した７種類

ではその特徴をつかむことができなかったが，串木野
市・市来町付近の河川（大里川・八房川・五反田川）は
共通して長石と軽石が多く含まれている｡またこの地域
では各河川で量は少ないが，石英片も確認されている。
⑤川内川左岸
長石と角閃石が各河川でよくみられる。また後川内川

ではわずかに雲母片も含んでいた。
⑥紫尾山地周辺
全体に共通した特徴は少ないが，石英が共通してみら

れる｡また東郷町の田海ﾉllや宮之城町の泊野川,鶴田町の
夜星川など川内川へ注ぎ込む支流や出水平野周辺の河川
(高尾野川･平瀬川･米ノ津川)では微細な雲母片を若干含
む河川砂礫がみられた｡特に泊野川に関して，長石・石英
は１ｍ大のものを含み，雲母片も大量に含んでいる。
⑦ 伊 佐 盆 地
各河川に共通して長石と軽石を含んでいる河川が多い

が，大口市内の平出水川･羽月川･水之手川・山之口川・白
木川と菱刈町の湯谷川を除く他の河川では，角閃石が比
較的多くみられる。中でも菱刈町と栗野町の境に位置す
る境川では本流・支流ともに多量の角閃石を含んでいる
ことが確認された。さらに，大口市の山間部を流れる水
之手川では黒曜石の岩片を観察することができた。
⑧鹿児島湾奥域

この地域は霧島町・牧園町から国分市・隼人町・加治
木町･姶良町までの広範囲を設定した｡河川の特徴として

３河川砂礫の分析
（１）分析の方法

鹿児島県内を中心として九州各地の約240地点の河川
砂礫を採集，碗がけし，実体顕微鏡を用いて土器胎士に
一般的に見られる鉱物・岩片の観察を行った。

その方法としては,比較的判別しやすい軽石･長石(斜
長石）・石英・磁鉄鉱・金色の雲母片・火山ガラス・角閃
石の７つを判別し，その河川の中である程度の量を確認
できたものには「○｣，存在していることが確認できたも
のを「△｣，全く確認できなかったものを「×」とし，他
地域の河川と比較して明らかに卓越した量を確認できた
ものを「。」とした。
更に県内の各地域を①鹿児島湾岸南西部，②開聞岳周

辺，③南薩地域，④吹上浜沿岸，⑤川内川左岸，⑥紫尾
山地，⑦伊佐盆地，⑧鹿児島湾奥域，⑨高隈山系，⑩肝
属山地，⑪肝属平野，⑫曽於地域，⑬都城盆地，⑭屋久
島，⑮甑島の１５地域に分けた。また県外の河川について
も，参考のために分析して表示した｡以下，各地域ごとに
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多く含む横市川は鹿児島県側の末吉町に源流を持ち，角
閃石を多く含む高崎川･丸谷川は都城の西側を源流とし，
頁岩・砂岩を含む安久川・高畑川は都城の東側を源流と
している。このことから都城盆地の河川砂礫については
３系統に分類することができると推定される。
⑭ 屋 久 島
全体に雲母片が多く確認され,砂粒全体の色調は白い。

河川の流路が短いせいか，粒子はl.5m～２ｍの大粒の
ものを含む。ただし,女川には黒色の泥質岩が多く，砂粒
の色調は黒い。
⑮ 甑 島

ほとんどが黄色い色調の細かい砂粒で，鉱物としては
金色の雲母片が多く含まれており，僅かに火山ガラスも
確認された。
（３）含有される鉱物・岩片からのアプローチ
ここでは各鉱物・岩片の特徴について各地域の河川砂

礫を例にとって，その傾向を検討していきたい。
長石(斜長石）

今回の分析では各地域で比較的よく観察された鉱物で
ある｡一般的に多く見られた長石の特徴としては半透明，
もしくは白色で筋状のへき開が入ったものを長石として
判別した｡県内の河川であまり含まれなかった河川は,紫
尾山地の出水平野から長島にかけての河川(平良川･神戸
川・坂元川・軸谷川・高柳川・広瀬川・指江川・小浜川・
汐見川・城川内川)が挙げられる。
石英
透明もしくは半透明で，クリスタルガラス状の光沢を

持つもので，長石と異なりへき開等はみられず，表面は
平滑である。その形状は球形に近いものもあるなど様々
であるが，割れ口は貝殻のような割れ目を示すものが多
い｡一般に花崗岩帯である紫尾山地・肝属平野・肝属山
地・屋久島などに大粒で白色の石英片が長石・雲母片と
ともに多く含まれていた。
磁鉄鉱
黒色で不透明であり磁石に吸い付けられる。形状は固

まり状のものが多いが，中には八面体に近いものもみら
れる。
金色の雲母

多くの雲母片は黒色または金色で，形状は六角形また
はそれが崩れたものが多い｡さらに鉱物片をピンセット
などで触れると薄く層状に剥がすことができる｡花崗岩
帯に位置する紫尾山地周辺・肝属山地・肝属平野・屋久
島では長石，石英と共に多くの雲母片が含まれていた。
このことは県外の河川では佐賀県唐津市の川上川などで
も同様な傾向が見られた。
角閃石
六角柱状で黒色不透明である。小さなものは黒緑色や

暗褐色の光沢を持つ。普通輝石も柱状の形態ではあるが

は入戸火砕流（シラス）の影響を強く受けた地域を源流
とする河川（郡田川･手籠川･検校川･霧島川）には火山ガ
ラスが含まれる傾向がみられる。これに対して霧島山麓
方面を源流とする河川には火山ガラスが見られない。ま
た前述のシラス地帯に源流を持つ加治木町の網掛川，日
木山川は鉱物の組成が非常に類似しており，砂粒が非常
に細かくて火山ガラスが多い｡姶良町を主な流域とする
別府川，思川は類似する傾向は明確には見られない。
⑨ 高 隈 山 系

主に垂水市と鹿屋市の周辺の河川で全て錦江湾に流れ
込むものであるが，長石，石英等を含む。山地部からす
ぐに流れ込んでいるせいか磁鉄鉱も比較的多く含んでい
る。
⑩ 肝 属 山 地
肝属山地の資料は吾平町，高山町，内之浦町，根占町，
大根占町の河川を対象として分析をおこなった｡それら
の河川に共通する特徴としては，全体的に白っぽい色調
の砂粒であり，長石・石英・金色の雲母片が非常に多く
みられるというものである。内之浦町の小田川や広瀬川
などはl.5ｍ程度の大粒の雲母片と長石，石英しか確認
できないという河川もあった。このことは付近が花崗岩
帯に属していることによるものと考えられる。なお,大根
占町の神之川や高山川ではわずかに角閃石を確認するこ
とができた。
⑪ 肝 属 平 野
肝属平野を主な流域とする河川として串良町の甫木

川・中山川，鹿屋市の串良川上流・大隅湖などがあり，
長石・角閃石を含むということが共通している。
⑫ 曽 於 地 域

田原川･持留川など大崎町の河川の源流は山地からと
いうよりは台地縁辺からであり，山地の水が扇状地を伏
流して湧水となったものが主な水源となっているようで
ある｡他の前川，安楽川，菱田川を含めた大崎町・志布志
町・有明町・輝北町・末吉町等の該当地域内での川砂の
特徴としては角閃石がかなり多いことが挙げられる｡大
きさはまちまちではあるが，付近の河川では他の鉱物よ
りも優越しているようである｡特に田原川の砂礫に含ま
れる角閃石は他地域のものよりも若干色が薄く，黒色と
いうより暗赤褐色に近いものであり,含まれる分量も多い。
⑬ 都 城 盆 地

この地域は宮崎県都城市を中心として末吉町などを含
め，霧島山麓や高千穂山塊からの影響を強く受けている
ことが考えられるため,考察の対象とした｡この地域の特
徴としては，火山ガラス・軽石が多くみられる河川（庄
内川･横市川)，角閃石が比較的多く含まれる河川(高崎
川･丸谷川･山田川)，頁岩・砂岩などがみられる河川(安
久川･高畑川･木之川内川)の３つの傾向がみられること
である。これらの河川に関しては，火山ガラスや軽石を
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表１鹿児島県内外の川砂含有鉱物成分表(1)
凡例：1弓にﾘiL内で採集した88河川の川砂を］Ｃｆ四方に無作為にひろげ,含有される特定の鉱物について目視で調べた。比較的多いものは○，確認されるものは△，殆ど兄られないものを×とｌ

備考には全体の河ﾉ||中から見た該禽'1河ﾉ||の特徴を記,砿した。更に河ｊ||の源流̅河口域についても記載した。

地域 番号 河111名 源流～主流域 所在地 長石 石英 磁鉄鉱 雲母 角閃石 軽石 火山ガラス 備 考

稲荷川 鹿児！jb市内川１２～鹿児貼泌 鹿児ｶﾙ市 ○ ○ △ ○１ × ０．５mnI以Iざの鉱物片に峰ｲfは含まれない× ｰ

甲突川 山崎川・幸加木ﾉ|～鹿児島溝 鹿児島市 ○ ○ △ △ 金体的に長石と石英を多く含む△×

鹿児島市内ｲﾆ出屋～鹿児島湾新ｊ 鹿児島市 ○３ × △ ○ 角閃石と長石が非常に多い×
腿
児
島
湾
岸
南
西
部

永田川 松元町下山～鹿児島湾 鹿児島市 ○ ○1 △ 粒子が細かく，長石と石英が多Ｉ× ×ｰ

當入町喜入～鹿児島漣 喜入町５ 愛沿川 ○ △ ○ ○ 踵石と火山ガラス,磁鉄鉱が多Ｉ△×

喜入町一倉～鹿児島湾 喜入町ヘ隅ｊ’ ｒｌ △ ○ △ △ ○ 黄色っぽい色調で，砂粒は非常に細か５
ｰ

貝底ﾉ’ 穎娃町種子尾山～鹿児島湾 喜入ﾛ」 △ △× × △ △ ｒｌ )６ｍI程度のガラス，災石の小片が多1

角閃布の中に２mm前後のものが少量含まれ
ろ

鈴川 入町前之浜～鹿児島湾 喜入町 ○８ △ ×

田貫j 喜入町川畑～鹿児島湾 喜入町､ ○ 磁鉄鉱と角閃石が非常に多Ｉ× ×Ｕｰ ｰ

鬼門平周辺̅鹿児島湾湊川 指宿市 ○ △ × △ 長石をはじめ，白色や透明の鉱物が多’ｰ -

指宿市芝立̅鹿児島湾 指宿市二反111ﾉ’ ○| △ △ △ ごく侭かに雲母片を含む△ｰ

指宿市中福良～鹿児島湾 ○山丁ツ 指宿市１ ，
１色 △× × △ 角閃石は岩ｲ,･片の中に僅かに含まれる△

他の岩石片が目立ち，幡石と火山ｶﾗ ｽは
少ない

鳴ﾉ |ｌｌﾉ|町上井手方～山川港 ○１３ 山川町 △ ○× ×
ｰ

開
聞
冊
周
辺

新川 池田湖～鹿児島湾 開聞町 ○1４ △ ○ 他の岩片がＨ立つが，長ｲT,磁鉄鉱が多Ｉ△

災ﾉ 頑姉町人野岳̅海１５ 穎娃町 ○ △ △ △ 良ｲ1.と峰ｲ,､を比較的多く含む×

砂粒が糸||Iかく，火111ガラスをもっとも多く
含む顕雄Ⅲ1.牧之内～海,１．１１取ｊＩ 頴雌町ｌ（ △ ○、 △ ○× ○

馬渡川 穎娃IllI新牧～高取ﾉ 穎娃町 ○ ○１７ △ × △ △ 長石や石英その他の鉱物片を含む

頴妹町曲谷～海石垣川 穎娃町１８ △ ○ 全体的に砂粒が細かく，|難行が目'/:つ× ○ ○

水成川 穎娃町穎娃町松永～海 ○ ○１９ 灰色の岩石片が多く，石英，軽白は少な△×ー １
-

bI1持佐川 ﾜﾛ持佐～東シナ海 知覧町 ○２０ ○ △ 全体に小粒で長石,磁鉄鉱が非常に多↓

風化粒や他の鉱物片も多いが角閃石は少2了迫川 知覧町松11|小～海 知覧町２１ △ △ × △ △ｰ

i1洲ﾉ 美山町～東シナ海 枕崎市)｣〉 ○ △ ○一○
色調は黄色く，軽恒,長石を主に含むｰ

/今花渡ﾉ’ 藏多山～中洲ﾉ 枕崎市2３ △ 金色の雲母片が僅かに見られ，黄色い色読△

×番屋山～東シナ海 坊津町泊川昭 、 △ 燈体として黄色い色調で多様な岩片を含む八

岩石片が多いが，鉱物片は比較的長打が多
1八

王崎ﾉ 笠沙町化壬崎 笠沙町 ○２５ × × △ △ｰ

2６ 抜ｊ 笠沙町黒瀬～東シナ海 笠沙町 △× 軽石が比較的多く，長石,火山ガラスを含１、 △×入ｰ

降石に吹いで長f]を多く含み柊石は黄出
色調

笠石川 笠沙町市崎木場～東シナ海 笠沙田」】ワ ○ × ○×ｰ

梶石 ,長石が多く，石英，火山 ｶ ﾗ ｽをｆ
む

焼石川 饒沙Ⅲ」2８ ○ ○× ×Z』

大浦ﾉ| 大洲､｣磯間岳～東シナ海 大浦町 ○』９ △ △ × △ ○ 様々な岩打片を含んでいるが,陸布が多↓南
朧
地
域

榊川 大浦ロ～人補ﾉ| ○ × △ｆｌｊ 鉱物片は細粒で火'11ｶﾗｽや樺石が多し× 。△

述llljI り''''1:''1'|f小湊～東シナ海 り'１１１１§111市ｉｌ △ △ ○ ○× 火'１１ガラスと|'|いI朧ｲiが多い× ×

合星ｊ ＩＪＩ1世出｢|加切～束シナ海 りⅡ世出,|』 ○3２ △ △ #|||粒で火'11ｶﾗｽと｣“Jが多い△ ○×

砂粒が細かく，鉱物片は令体として貴色い
色調

大絆川 ﾄ'11岳～〃之瀬ﾉ’ ○3３ ﾉ|辺町 △ △ △ △ ○×

荒岳～万之瀬ｊ’永里川〕４ ﾉ 辺 町 ○ × △ 他の河川と比べて火山ガラスが少ない竺 ｰ

３５ 麓ｊ 巾岳～〃と瀬ﾉＩ 知覧町 ○ ○△ 角閃石は少なく，火IUｶﾗｽが含まれな△× △

野崎ﾉ’ 111辺町川辺|峠～万之瀬川旬 か
｡、 |辺町 △ △ △ 長石が比較的多く，軽石･石英坤も含逝Ｉ ×〆

ヘ瀬尾の滝、 弓
１ ｲ ～ﾉ|辺町野崎j ０ﾉ||辺町 八 × 鉱物全体が黄色い色調を椿びる〃 、

‘一
ｰ

様々な岩石片を含むが比較的長石,角閃石
を多く含む

神殿ﾉ ||辺町神之下～万之瀬川 川辺町 ○ △ △ｰ
ｰ

長右,火山ガラスが多く，細粒の角閃石を含
む

万之瀬川 鹿児島市美濃岳̅東シナ海 川辺町'９ △ △ △ ○

細粒で磁鉄鉱は少量。長石や黄色い軽石が
多い

万之瀬jl 鹿児島市立神～吹上浜 加世田ｌ１ｊ ○ △1０ △× × ０

金峰'1|～万之瀬川 金峰町堀ﾉ ○11』＆ △ △ 嵜石片の他，長f,，石英，角iXI石を･含む× ×

に 伊作ﾉ|’ 高峰～吹上浜 吹上町 ○ △ △ × lnⅢ'程度の長石,石英が多↓△ ×

吹上町4３ 永吉ﾉ| ｋ吉ダム～吹'二浜 ロ 石英と長石の小片が多い× × ×

吹
上
浜
沿
岸

向江''1～吹上浜火,1 I｣古町 ○１４ △ △ △ △ ○ 肌化の進んだ長石や若干の塞趾片を含むＦ-ｑ

ﾉ<山ｶﾗｽが非常に多い，他は侭かに4崎
を含む

中,| 伊集院町１５ ～神之ﾉ × × △ ○△×

'1(瀞1.,挺ｲ１．が||､↓/:ち，Ｉ||ガラス，州Xlｲ｢の′1
片も{,Kかに含む伊集|塊町1判｣殿～神之川 伊集院町岬lllﾉl（ △ × △ ○× △ △

ﾄill之川 ヘ|；{冊～鹿児‘ｌｉｂ洲 伊集|洗町 ○1７ △ △ ○ 腿ｲi，火111ガラスが|｜､7二つ× Ｑ

長石を多く含み火'11ガラスは筋状のへき開
を持つ

東市来111̅｢{1代東̅東シナ海 東市来町 ○1８ 江口川 △ × △ × △×

６



表２鹿児島県内外の川砂含有鉱物成分表(2)
備 考源流̅主流域 長石 石英 磁鉄鉱 角閃石 軽石地域 番号 河川名 所在地 雲母 火山ガラス

奨石，幡石の順に多く火'1|ガラスは黒色α
ものを含む郡ﾕIIlI｣.{|胃Iﾘ)下～東シナ海 市来町 ○大里川 口 △1９ △× × △吹

上
浜
沿
岸

全体的に細粒でガラス,鵬石が非州‘に多↓!|j来町欠居～東シナ海 ｢|j来町 ○ ○八ﾉ〃川 △ ○菰 △

細かい軽石片，ガラス片を多く含む五｣又田ﾉ ；木野市冠岳～串木野港 串木野市 ○ ○ つ５１ △ｰ

長石と角閃石が多く次いで石英や火山ガラ
スを多く含む飛川 樋脇町 ○ へ△ △串 △

磁鉄鉱,長石,角閃石が比較的多１ｑＪ-３ 田代川 樋脇町 ○ △ △△ × △

長石,火山ガラスが多く，角閃石と軽石も若
干含む樋協町菖蒲ヶ段～川内ｊ| ○ ○樋脇町５４ 市比野ﾉ △ △×

長石と火山ガラスが比較的多い入来町樋脇川～川内川 、前川内j 入来町 ×５５ △ △〔〕

軽石と火山ガラスが多く，僅かに雲母片と
長f｢を含む○後川内ﾉ 入来町愛宕川～市比野ﾉ 入来町 △ × × ０川

内
川
左
］

1b

長石,軽石が多く火山ｶﾗｽ ,角閃石も1菫か
に含む○薩摩町中岳～穴川（川内川支流） 薩摩町北方ｊ| ○ ×

一 旬

O ｲ × ×

全体に茶色っぽい色調で軽石，長石,火ｕ
ガラスを僅かに含む南方ﾉI 祁答跣町葛川・薩摩町白猿～穴ﾉＩ 薩摩町 ×５８ ××

軽石が非常に多く，角閃石と火山ガラスを
僅かに含む○嶽ｊｌ 薩摩町５９ × × ×

軽石がもっとも多く次いで長石が多い，石
英と角閃石は僅か南jl 姶良町烏帽子岳方面～穴｣ 薩摩町 ○ △ ○△６０ ×

軽石が多く，角閃石と火山ガラス,石英を僅
かに含む薩摩町南川･荒田川～川内川 薩摩町<川 ○ × △ ○△６１

rI色，半透明の長石や石英が多い薩摩町求名前川 薩庫町駒ヶ段～川内川 ○ △ △ △ ×（ Ｕ

軽石が特に多いが長石,角閃石,石英も含む○麦之ﾊWﾉ| 川内市 △ ×ｈｊ１ f 』 ｰ

鉄石英，雲母片が若干見られ,磁鉄鉱は微
ｌｌｔ

l l l内川(河
口） 慮11断県～ｊ|内港 川内I１ｊ （」 ○ △△ ×俗 △

軽打や災石が多く他かに石英や火'11ガラス
も含む
長石,火I[|ガラスが多く金色の災１１:片も碓
認できる

○川内市M1ﾉ直川 ○ △ ×６５ ×

東郷町 ○ ○田海川 東郷町本俣～川内川 △ △×６６ ｰ

長石が最も多く，火山ガラスは黒色のもの
が多い東郷町烏丸上～川内ｊ 東郷町 ○ △ △伽渡川６７ × △

全体的に黒っぽい色調であるが角lXl石は確
認できない岩切川 東郷町笠山～川内ｊｌ 東郷町 △△ △ＲＲ × ×Ｕ

長石,軽石の順に多く石英,火山ガラス,角
閃石は少量○東郷町山mlZ～川内川 東郷町 ○ △'11田ｊ| ×６９

全休で長石,石英の順に多く含む東郷町 ○ △松、川 ○ ×入イＵ

白色の長石が非常に多く，雲母片も多量に
含む○ ＠宮之城町泊野川 宮之城町紫尾111～川内ﾉ × ×１ 八

一

長石と軽伯が比較的多いが他の鉱物も僅力
に含む宮之城町た山口川 ××１０Ｊ

１
ｰ

雲母，磁鉄鉱，火山ｶﾗｽ共に少量鶴田町 ○ ○紫尾山系～川内川夜星j ×
ｰ

１
ノ

剛流 ほとんどが岩片で長石,石英を僅かに含む×宮崎県～ﾉ||内港 鶴田町 △ ×△7４ △

上較的少量だが大粒の角閃石を含む×l､鹿倉（紫尾山塊）～海 阿久根市大川 ○ △ ×<川7５

大粒の岩石片が目立つが,石英,長石が比較
的多い阿久根市大川橋Ｔ ○l鹿倉（紫尾山塊）～海 ×△に川7６ ｰ

頁岩など岩石片が多く長石の粒が入ったイ
カが見られる阿久根市阿久根市鷹首山～海高松川 × × × ××

紫
尾
山
地
周
辺

角閃石は見られず雲母片は微細なものを沙
最含む高尾野町堀切峠（紫尾山）～八代海 高尾野町 ○ △ △△高,尾野川ｲも 里

出水市出水公民館
下 長石とガラスが目立ち鉄石英も含む０出水市武本～米ノ津ｊ’ △ △ △平良川7９ × (』

此色い色捌で長ｲf,火１１｣ガラスは少なく盤
ﾄﾙ片を若干含む出水市 ○''１水市鉾立山～平良川神戸ﾉI △ ×狐

長石と軽石が多く，角閃調.は全く含まれな
↓，出水市 (̅）出水Ilj武本～鍋野川定ノ段ｊＩ × ×８１ １１ r ＝

州水市鍋野ﾉ| 流合川･定段川～米ﾉ津川8２

長石と軽石が多く僅かに石英や火山ガラ
を含む○ 、出水市犬山岳～鍋野ﾉ 出水市樋之谷川 △ ×× ×目

赤茶色の岩石片が多く，角閃石を僅かに含
む出水IIJ上場～米ノ津jl 出水市上場 ｒ） △坂元ｊ ×8４ △

黄色い色調の軽石が多く石英や雲母片も含
む○岫谷jＩ 出水市 △ △△ △８５

僅かに石英のような光沢を持つ火山ｶﾗｽ
を含む、×高柳jｌ 出水市火光山～米ノ津川 出水市 △ △８６ ×

ｰ

砂岩などの岩石片が多く，表中の鉱物でば
軽石を若干多く含む○出水市 ×△安原川 ×

ｰ

人
多様な岩片からなり軽石,火11|ｶﾗｽが多○広瀬jl 米ノ津ｊＩ支流 出水市広瀬橋下 △ × ×

ほとんど岩石片で鉱物片の確認は難しＩ米ノ沖ｊ|支流広瀬川 出水市ｸﾚｲﾝﾊｰｰｸ１ ×Ｈ９

全体に細粒だが雲母片が目視で確認できを×米ノ津ﾉ 出水市六ヶ所山・黒田山～八代海 出水巾 〆 △ ○】nｌＵ

軽石と長石が多く，雲母片も僅かに含む、指江ﾉI 出水郡東町欠岳～海 長島町)Ｉ △-

茶色い岩石片が多く角閃石と軽石を若干含
む長島町小浜ﾉ| 出水郡東町行人岳～海 △× ××》 ｰ

茶色の岩万片が多いが,'降石や角閃石など
も含む○出水郡東町小坂～海 長島町 △汐見川 × ×ク △

茶色の岩石片が多く軽石,火''1ガラスも若
干含む長島町城川内上～海 長島町城川内jl △×９４ × ×

長石,軽禰,火山ガラスが多く含まれる大口ilj ○ ○1〃波川 火||市111代付近～ｊ|内川 △ 、９５ ××△
伊
佐
盆
地

長f丁がもっとも多く，次いで峰石と角lXIイド
が多い大口市大口'Ｗｌｌｌノ神付近～ﾉ内jl ○ △ △ △ｎ．人ｊ ×９６

黒曜石の岩片を含み，黄色い軽石を多く含
む大口市押ケ段･木原野̅羽月川 ○ ○Ｆ出水jl 大口市 △サイ ×× ×

７



表３鹿児島県内外の川砂含有鉱物成分表(3)
地域 番号 源流～主流域 長石 石英河川名 所在地 磁鉄鉱 雲母 角閃石 軽石 火山ガラス 備 考

磁鉄鉱の細粒が多く他に幅石,石英,角閃石
を含む）|:．逝田ﾉ 大I1I l j l場～羽月ﾉI 大口市 × ○ ○９８ △ ×竺

角lXl石と磁鉄鉱が非州.に多く，全体に鼎ｂ
色i淵l,川内ﾉ 大I11l薑i小川内～羽ﾉlﾉ|’ 大口市 △ ○９９ × ○ ○

磁鉄鉱が多いが茶色い幡石,黒色の角閃石
も多い大口市木地山～羽月川 大口市山野ﾉ ○ ○100 × 、ｰ

長石,軽石が多く火山ガラス,角iXl石も僅Ｚ
に含む|･曽川 大口市奥十普渓谷～羽月ﾉ| 'てにI市 ○101 × △ ○ｰ

に口市久七峠付近～羽月ﾉ 大口市牛尾川 ○1０２ × 軽石,長石が多く，角閃石も僅かに含１×竺

砂粒が非常に細かく，火山ｶﾗｽと軽石|
か確認できないｋロ市羽月川 lll内川支流 ○1０３ × ○×

他鉱物片も見られるが黒曜石の岩片を多量
に含む大口市問根ヶ平～川内ﾉＩ 大口市水之手川1０４ △× (̅）× ×

軽石,火山ガラスが多く雲母片も僅かに含
む

大口市山ノロ付近～水之手ﾉ 大口市山ノロノＩ ○1０５ × △ ○ｰ

白色と黄色の軽石が多く，黒曜石の岩片力
僅かに含まれる青木川

市山ｊ

大口市国見岳方面̅市山川 大口市 ○1()６ ×△ 1 J

× 軽石と火山ｶﾗｽが比較的多く，長石，石
英が次ぐﾞ

菱刈町黒園山～川内川 大口市1０７ △ △ △ ○ ○

軽石と長石を多く含み，他の鉱物は僅かに
見られる

楠元ﾉ えびの市西の野方面～重留川 菱刈町 ○ △1（１８ △ ○ △

非常に鉱物の粒子が細かく，軽石と火山カ
ラスしか見られない

吉松町魚野～山田ﾉ新川 菱刈町l()９ ◎ ○

k小の軽石が多く見られ，次いで火''1ガデ
スが多く見られる[|田川 菱刈町菱刈金山方面～重留ﾉI1１０ 菱刈町 △ △ 、× ×

伊
佐
盆
地

長石を多く含み軽石,ガラス,角閃石を同程
度含む菱刈町楠本川･''1田ﾉ||～川内j１１１ 車留川 菱刈町 △ △ ○× × ｰ

境川本流 菱刈町平沢津～ﾉ|内ﾉ１１，
１１乙 栗野町 △ × △ ◎ ○ かたちの良い角閃石が多く含まれる× ×

長石と角閃石を多く含み，‘廃石は黄色い色
I洲

胞川支流 菱刈町平沢津～ﾉ|内川 菱刈町１１ ○ ◎△ × △ △

長石が多く見られるが吹いで角lXl石を多く
含む

吉松町雛飛ヶ丘牧場方面～川内川１１尾原ﾉ 栗野町’１４ △ × △ ○○ △

長石が多く，石英,角lXI石,火|ガラスは僻
かに含まれる

犬神川 栗野町興辺～ﾉ内j 栗野町 △１５ △ ○△

角閃石,1経石が比較的多く，長石･石英も含
む

須陸川 吉松町'1｣下～ﾉ|内ﾉ| 吉松町 ○１１（ △ △ ○× ×△
長石,火lIlｶﾗｽが多く角閃石,！経石も僅力
に含む

吉松町栗野岳方面～川内川桶寄ﾉ|'１７ 吉松町 ○ × △ △

１１８ 角閃石.軽石を多く含み,次いで長石も多
含む

瀬久谷ｊｌ えびの市北岡松～ｊ内ﾉ 吉松町 △ ○ ○ ×ｰ

軽石がもつとも多く黒色の火山ガラスを含
む湯谷ﾉ| 栗野町|…三塚～ﾉ|内ﾉ’１１９ 栗野日 ○ × × × ×

全体の色調は白く，峰石以外の粒子は細か
し、

栗野町丸池湧水～川内川丸池川１２０ 栗野間 △ △ ○△× ○ｰ

長石と火山ガラスが多く，次いで石英片を
含む
軽石，角閃石を多く含み，他には長禰を含
む

幸田川 栗野町国見岳～川内川 栗野ロ ○ △1２１ △ｰ

神掛川1 ｡ ①
l 空 色 栗野町 ○ △ ×

長石と軽石が多くその他黒色の火山ガラ
を含む

竹下ﾉ哩
“

○栗野町 △ × ○△ ｰ

軽石と火山ガラスが多く，軽石は黄色い色
調

針持jｌ 大口市堂山～川内川 大口市 ○× ×
ｰ

１ ， Ｆ
上型、 I木ｊ 大ｎ市山ノ神～川内川 大口市 △ △ /ヘ、 ｒ 全体的に瑞石片や軽石の色調は赤茶色× ×

角 閃 石 , 火 山 ｶ ﾗ ｽ は 全 体 に 比 較 し て 少 な
し、

恩ﾉ 吉田町高峰～鹿児島湾1２６ 姶良町 ○ △ △ △× △ ｰ

全体として細粒であり，ガラス片が非1iN･に
多い別府川 字曽木ﾉI・崎森川～鹿児島湾 姶良町１ ， 再

l 乙 Ｉ ○ △ △ ◎× △ 、

網掛ﾉ| 溝辺町宮川内～鹿児島湾 加治木町1２８ △ × △ ◎△× 砂粒が非琳に細かく大半は火I | ｶ ﾗ ｽＸ

砂粒が細かく，中でも火'11ガラスが非州'に
多い

|l木山ﾉＩ 脾辺町桑野丸～鹿児,『＃洲 加治木町１２９ △ × ○ × △ 煙

火lIlガラスは黒色のものを含み，バブル状
の気泡を持つ

鮒#''1川 堆野節一牧場方面～刀膳ﾉI 牧I劇１町１３(） × △ △× 、

錦
江
湾
奥
域

赤子ﾉ’ 牧園町内々野～三体川(万膳川上流） 牧園町'３１ △ ○ 1降石は黄色い色調で最も多く，長石が次× ×

|ｺﾈ|り|’ 高岡山．｜向i千穂～天降ｊ|1 ⑥ 句
ｌ Ｑ 乙 牧園町丸尾 ○ △ ○ 鉱物全体に黄土色の色調×× ×ｰ

ほとんどが岩石片で磁鉄鉱を比較的多く含
む

霧島ﾉ' 霧島町霧島岳・韓国岳～天降川1mﾛ辺
ユ リ 且 』 霧島町田口 ○ △Ｆ-可

手篭ｊ 霧島町市野々～天降川 国分市1３４ × ○ 粒子が極めて細かく，ほぼｶﾗｽと軽石× × (○）

１ｑＲ 郡FＷｊ 財部町赤坂・永谷ﾉI～天降川 国分市台明寺渓谷 ○ △ × 長石，火山ガラスの小片が特に多↓

１ ， 戸l q j D 国分市黒石岳・前田ﾉ|～鹿児島湾 国分市検校川 △ × × 長石が特に目立つが，軽石や石英等も含むＵ

○

ｰ

天降ﾉ|1３７ 高千穂方面～鹿児島湾 隼人町 △○ × △ △ 長石，石英の鉱物片が多↓×

尚
隈
山
方

蕊

仁城川 垂水市猿ヶ城渓谷～鹿児島湾1３８ 垂水市猿ヶ城渓谷 ○ ○ 、 息半は長石で雲母片を比較的多く含む△

更さかり海
水漁場

垂水市まさかり海
水浴場

長 石 , 軽 石 が 比 較 的 多 く ， 吹 いで 石 英 が 多
い

垂水市新城麓1qQ
ム リ ゾ △０ △ ○×

高須ﾉ’ 垂水市横岳･平岳～鹿児島湾 鹿屋市 ○1４０ △ × △ △ 様々な鉱物を含むが，比較的長石が多↓

神之川 大根占町八王岳～鹿児島湾 大根占町1４１ ○ ○ ○ ◎ △ 白色の石英，長石と雲母片を多く含む

IH代町蔵岳～鹿児島渕 根占町雄ﾉ1４２ ○ ○ 他の河ﾉ|に比べ雲母片を多く含む×Ｃ） ×肝
偶
山
地

ｰ

久保田川 日代町荒四山～太平洋 内之浦町1４３ ○ ◎△ × 石英,長石,雲母片が非常に多'／
全体に細粒で漠Iﾐ〃|･,長石以外はほとんど
ない

｢l‘,'illl町甫与志岳～内之浦沸 内之浦[］l,|}リ ○1４ Ｃ△ × ×

広瀬川 黒蝉||･I』J見山̅内之浦湾 内之浦町1４５ ○ ○ ◎ 長石,石英,雲Iﾘ:片が非州･に多い×

全体に細粒であり雲母片以外はほとんど含
まない

荒瀬ｊ| 尚山町国見岳～肝属川 高山町'４（ ◎△ △ × △

８



表４鹿児島県内外の川砂含有鉱物成分表(4)
地域 番号 源流～主流域 石英 磁錐鉱 雲母 角閃石 軽石 備 考河川名 所在地 長石 火山ガラス

蕊'石英がも｡とも多く，雲母片がそれに×岩屋川 高山町甫与志岳～高山ﾉ 高山町 ○ ○ ◎Ｍ７ △×
肝
屈
山
地

長石,角閃石が目立ち,他には雲母,石英を
値かに含む八王岳・高山町甫与志岳～肝属川 高山町 △1４８ ,{･Ｉｉ山ﾉ’ ○ ○△ ×

姶良川 吾平町中岳・苫野ﾉ|～肝属川 白色の長石と雲母片を多く含む吾平町神野 ○ △ ○1４９ △ ××

大隅湖上流 垂水市鵤岳～串良川 鹿屋市 雲母片を若干含む○ △ △ △ △ ○１５０

串良 j ( 上
流） 鹿屋市大隅湖̅東串良町肝属ｊ| 鹿屋市高隈 ○ ○ 石英と長石，角閃石の小片が目立つ1５１ × × 、 △ △

肝
属
平
野

長石が最も多く，次いで軽石,石英を含む串良川 鹿屋市大隅湖～東串良町肝属ｊ|’ 串良町大中橋 ○ △1５２ ××
ｰ ｰ

軽石が多く，大きなもので5mm程度のも0
を含む○甫木川 串良町矢柄～肝属川 串良町1兵qム リ 』 〕 × △△ｰ

中山ﾉ| 串良町伊集院～肝属jｌ 串良町 × × 角閃石,長石が多く比較的目立っている1５４ ○
ｭ、×̅＄

〕

麺

持留ｊ| 大崎町中持留～志布志湾 “× ５皿Ⅱ～1cm程度の頁岩が目立つ大崎町 △○ △ △ △１５５

角閃石が多く，黒色でへき開を持つものが
多い

×；×田原ﾉ| k崎町佐土原～志布志湾 大崎町横瀬 ○ △１６６ ×

細粒になった角閃石,長石,火山ガラスが目
一 一、ノ四つ堂籠ﾉ| 輝北町岳野～有明町菱田川 輝北町 ○ △ △ ○ ×１ｂ'イ

曽
於
地
域

長石,角閃石が多く，他に火山ガラスを若干
含む菱田ﾉ| 大隅町日野川～志布志湾 有明町 ○ × ×1 hＮ 、ｌＪ

Ｆ
Ｌし

磁鉄鉱が全体の多くを占め，次いで角閃石
と長石が比較的多い宮崎県都城市～志布志湾安楽ﾉ| 末吉町１貝Ｑ ○ △ ○ × △ △

磁鉄鉱が全体の多くを占め角閃石と長石が
次ぐ゙△宮崎県都城市～志布志湾安楽ﾉ| 志布志町 ○ ○ ○1６０ ×

全体として細粒で角閃石と軽石が非常に多
い前ﾉ’ 志布志町̅内之倉～志布志湾 志布志町 ○ ○1６１ △ (̅）× ｰ

○ ‘降石,黒い火'11ガラスや角閃石を多く含む村IlIj 末吉町光神～都城市萩原ﾉI 末吉町 ○1６２ △ × △ ×

火山ガラスと白い軽石が多く，僅かに石英
を含む末吉町上高松～村111川柵之尻ﾉ|’ 末吉町 ○ ○△ △1６３ × × ×

透明な石英片を多く含むｔ淀川 都城市鹿川内～末吉町湯之尻ﾉ 末吉町 ○ △ △1６４
寺

黄色がかった軽石や長石が多く全体に黄色
い色調梅北川 梅北町嫁坂～萩原川 都城市(宮崎県） ○ ×１６ △ ｰ

長石,石英,角閃石が比較的目立つが大半は
岩石片安久町鼻切峠～萩原川 ×安久川 都城市(宮崎県） △ ○△ △１６（ ×

長石が多く，筋状のへき開を持つ火山ガラ
スを含む○豊満町大野岡付近～萩原川崩川 都城市(宮崎県）

ロ ハ 毎

l b ｲ △ △ △ 〆××

長石と軽石が多く，全体に黄色い色調を帯
びる子柱川 三股町牛之峠付近～萩原ﾉ| ○1６８ 三股町 ○ △ △ × △

長石,石英,軽石の他は頁岩や砂岩系の岩石
を含む高畑ﾉ 宮崎県三股町̅牛の峠～萩原川 都城市(宮崎県）1６９ ○ △ × ｰｰ

軽石と筋状のへき開を持つ火山ガラスを多
く含む△沖水川 三つ股町柳岳̅大淀川 三股町 ○ × ○△１７０ ×

都
城
盆
地

石英と火山ガラスが多く，軽石と角閃石伺
僅か

×富吉ﾉ 山之口町大谷山～花の木ﾉI △ ○171几 Ｉ Ｌ 山之口町 △ △ △

○ 長石や石英,軽石が目立つ花ノ木川 富吉川･樋口川～大淀川 山之口町 △ ×１７２ △ △

軽石,長石が比較的多く，他に角閃石を僅力
に含む○東岳ｊｌ 山之口町野々宇都川･古大内川～大淀川 高城町 ○１７ × × ×

全体に黒っぽい色調で角閃石が非常に多い高崎ﾉＩ 高原町矢岳～木之ｊ||内川 高崎町 × △ △1ワハ
｣ Ｉ 団 ｰ

胃

全体として黒っぽい色調で角閃石が多１山田jＩ 山田町石風呂付近～丸谷ﾉI △ × ○ ○山田町 △ △1 ワ 区４１Ｊ

○ 長石や軽石が比較的多いが大部分は他の岩
石木之川内ﾉ’ 山田町小手ヶ山～大淀川 山田町 △ △ ×1７６ × ×

長石,石英が多いが,角閃石の細粒を含む都城市鷹取山付近～丸谷ﾉ ○渡司ﾉ１７７ 山田町 △ ○ （△ × △

全体に黒っぽい色調で角閃石や磁鉄鉱が多
1,､都城市片添～大淀川丸谷ﾉ’ 山田町 ○１７８ × ×口 ｒ-ｑ

軽石と火山ｶﾗｽの微細な砂粒が多い財部町瀧ノロノ｜・倉掛川～大淀ﾉ|庄内ｊ| 都城市(宮崎県) ○△１７Ｑ (̅） × △ ×

経石と火山ガラスが非常に多し横市川 鹿児島県財部町下財部～大淀川 都城市(宮崎県） ○ ○× × ×１８０ ×

雲母片,長石,石英が非常に多↓中間川 ○ ○屋久町 ×1８１ ×(） Ｙ

雲母片が多く肉眼でも容易に確認できる大
きさ◎屋久町七五岳～海 屋久町 ○二又川屋

久
島

× × ×１Ｈｚ ｰ

石英，長石類が非常に多く，雲母片は若干
少ない◎湊海岸 上屋久町 △ △ ×ＩＨ３ 』

泥質岩が大半を占めるが雲母,石英も少量
含む○ ×女ﾉ 上屋久町愛子岳～海 上屋久町 △ △１８４ ×

, 篭 ､、△ 全体に小粒で黄色い色調,火山ガラスは非
常に少ない

甑
島 竹之崎ﾉI ○里村１８５ (̅） ．△

△×

×爵 大部分は岩石片で長石,石英を若干含む｣､林市韓国岳̅ﾉ|内ｊ' えびの市長江ﾉ △ ×△１８６ ××

呂
崎
県

全体として粒子が細かくガラスと角閃石は
少ない池島川 えびの市池島～ﾉ||内ﾉ’ えびの市 △ △ △△ ×１８ ）

○ 角閃石，軽石が比較的多’lll内川 えびの市池島～東シナ海 とびの市 ×１８８ にノ
雷

ほとんどは岩石片で軽石が最も多’○水俣川 水俣市市木～東シナ海 水俣市 △△］８９ × ×

頁岩と滑石,蛇紋岩のような鉱物を含逝田浦川 田浦町 △ △ × △１９０ ×

大部分は岩石片,角閃石,長石,石英を若干
含む免佃川 あさぎり町 △1９１ × ×

熊
本
県

黄色い色調で光沢を持つ滑石らしき鉱物を
含む球磨川 あさぎり町 ○ △ △１９２ △ × × ×

滑石，蛇紋岩と思われる鉱物が僅かに含ま
れる相良村ll辺ﾉ| △ ○１Ｑｑ

４ ゾ ゼ △ △ ××

大部分は岩石片,僅かに長石などを含む山江村山111ﾉ| ○ △1９４ △ △× ×

泥質岩が多いが，長石なども少量含む万江川 山江村'９局 ○ △ △△× △

９



表５鹿児島県内外の川砂含有鉱物成分表(5)
石英地域 番号 源流～主流域 所在地 長石 磁鉄鉱河111名 雲母 角閃石 軽石 火山ガラス 備 考

火陽村I|俣ﾉ △ 岩石片が非'淵に多く，鉱物は細粒で少な’1９６ △ △ △11 ×

白色の災石片とチヤートハがほとんどであ
る

収陽村 ○1９７ 氷川 × △ △ × ×

チャートや他の岩石片が多いが艮石が目立
尹つ○聿留ﾉ| '|｣央町 △１９８ × △

角閃石が比較的多く，黒色～淡緑色のもの
を含む甲佐町1９９ 緑川 △ ○熊

本
県

△ ×

岩石片が非常に多く，鉱物片は僅かに含ま
れる御船ﾉ 御船町一 △２００ △× ×

ｰ

岩石片が非常に多く鉱物片は細粒の角Ⅸi石
を含む

益城町 △ △ド山ﾉ２０１ ､ △ ×ｰ

黒色の岩石片（角閃石を含む）非附に多
い

白水村２０２ 白ﾉ| × △ △ ×ﾉ ､
ｰ

角閃石と磁鉄鉱と思われる黒い小岩石片が
非常に多い黒川 阿蘇町 ○ ○、 八 内

乙Ｕ● × ×

福 滑石のような光沢を．待つ緑，白色の岩石を
含む高艮川 久留米市 △卯 ヘＬ〕 × ×

長
崎

岩石片が多く,僅かに長石,雲母片が含まれ
る諫早市ｋ明川 ○２０５ × × △ × × ×

佐
賀

白色・半透明の長石の他，雲母片を多量に
含む唐津市ll l上川 背振山塊～海 ○ △ ○×２０６ ×

宇美ｊ下流 福岡市福
岡
県

○ △ 蛇紋岩のような緑色の鉱物を若干含む× ×リI｜ ×

滑布,蛇紋岩のような光沢をもつ鉱物片を
含む

辞多々良木川 篠栗町 ○○２０８ △ ×

軽石が僅かに含まれ黒曜石のような器石片
も含む

竹田可E来川２０９ × × △ × △ ×

長石,角閃石が非榊に多く,他の鉱物は僅か
である稲災川 竹田市 ○ ○２１０ △ ○× △ ×

大
分
Ⅲ

角閃石の小片が非常に多く,艮石を値かに
含む

ｋ野川 竹田市 △２１１ × △ ○× × ×

火山ガラスが蚊も多く次いで照色の角IXlｲｆ
が含まれる緒方町締方川 △ △２１２ × △ △ ○
緑や黒の岩石片が多く,他に長石,石英など
を僅かに含む

宇目町 ○北川 △り1q
白 ﾕ リ × ×

ほとんど岩石片で鉱物片は石英が僅かに含
まれる|上川 北川町 △２１４ ×× ×

岩石片が非備に多く，僅かに峰石,長石を含
む鎧川 北川町２１５ △ × × ｆ』

延岡市祝jlﾉ ’ ○２１６ △ △ 石英と長石が非梢に多く，雲母片も含む』 / ､
ｰ

チャート片なども多いが，白色の長石が目
立つ

大瀬j ○延岡市２１７ △ △ ×八 ｰ

丘ヶ瀬ｊＩ 延岡市２］ 細粒であり主に長石,角閃石を含オ） × ×

△ 砂粒の付着した岩石片が多く，角閃石なと
は含まない

鳴子ﾉ 門j l町 ○２１９ × ×

五十鈴川２２０ 茜|ﾉ||町 ０ × △ 他の岩石片も多いが長石,石英などを含む

型 他の岩石片も多いが,長石石英などが月工耳ﾉ 美々津町 ○ ××呂
崎
旧

ｰ

○都農ｊ 都農町２２２ △ 軽石が非常に多く，次いで長石を含オ××

,高鍋町、 卸 旬
色色、 小丸ﾉ1 ○ △ × 白色の長石,石英などを含む× ×ｰ

一シ瀬川 一ツ瀬|峡・市房ﾉ|～海 西都市２２４ △ × × 若干の長石，石英の他チャートもある× ×

大部分は岩石片，若干の及石，石英，角閃
石

深年ﾉ|’ 高千穂峰御池～海 国富町ﾜ ﾜ 眞
凸 堂 ｕ Ｊ △ △ ○× ×

岩石片が多く量は少ないが，鉱物片を確認
できた綾南川 綾町 △ △２２（ × × ×

ｰ

大淀川 綾|櫛川・須木村小野湖～海 ,(‘i岡町｡〕⑰ウ
ム 色 』 ○口 △ △ 灰色の岩石ハ･が非幣に多い× △

鉱物片は細粒だが，比較的多いｲfIIXl石を含
む

りI|江田ｊ’ 宮崎市２２８ ○ △ △ ×

清武ｊ 鰐塚山̅海 清武庇 ○２２９ △ × △ チャートや他の岩石片が多い×

南国市物部ﾉ|２３０ △筒
知
県

× × 大部分は岩石片,僅かにI條石,長石を含む×
ｰ

ほとんどは岩石片でなかでも長石が僅かに
目立つ

伊尾木ﾉ 安芸市２３］ ○ × × × “ｰ

ほとんどが長石で石英,雲母片を僅かに含
む

桧画面 ｋ田ｊ' 戸河内日 ○ △りｑワ × △ △ ×

屈斜路湖 |上海道北
海
道

粥７二 ××× × 該当する鉱物は含まれな１×

|高 北海道沙流川)3４ △ × へ 長石と軽石の小片が僅かに含まれる×△

1O



淡緑色の光沢を持つことから判別することができる。角
閃石は県内各地で比較的多く確認されているが，地域的
に特に多くみられたのは伊佐盆地の菱刈町・吉松町・栗
野町の付近と曽於地域であり，霧島付近を中心に分布し
ていることが推定される。
軽石
色調は白色のものが多いが，中には黄色や赤色のもの

もある｡板などに擦りつけると潰れて粉末状になる｡シラ
スの堆積地に源流を持つ河川では長石と並んでよく見る
とができた。軽石は県内のどの河川にもある程度みられ
るが，特に南薩地域の河川では黄色い色調の軽石が多く
含まれる河川がいくつか確認された。鹿児島県内では火
山地帯の周辺において,特に軽石が多く含まれる河川がい
くつかみられた。特に錦江湾奥域の別府川・網掛川・日
木山川･手篭川と伊佐盆地の羽月川では,非常に微細な火
山ガラスと軽石しか確認できない。
火山ガラス
光沢は透明もしくは半透明で黒色のものや泡がはじけ

たような形のものが多いが，中には一見，軽石のような
形状で光沢を持つものもある。鹿児島県内では火山地帯
の周辺で特に多く含まれる河川がいくつか認められた。
特に錦江湾奥域の別府川・網掛川・日木山川・手篭川と
伊佐盆地の羽月川では非常に微細な火山ガラスと軽石し
か確認できない。
滑石
縄文時代のある時期の士器に含まれることのある滑石

については鹿児島県内の河川砂礫では確認することがで
きなかった。最も近い場所でその存在を確認できたのは
臼杵･八代構造帯に位置する熊本県の芦北地方の田浦川
(田浦町)と人吉地域の川辺川(相良村)であり，坂本村の
百済来川では滑石の礫が宮田栄二氏によって確認されて
いる5)。この他では福岡県の宇美川河口部,篠栗町の多々
良木川などに同様な光沢を持つ鉱物が確認されている。
このことから同様な変成岩帯を有する長崎周辺の河川砂
礫にも滑石や蛇紋岩が含まれることが予想される。
頁岩
頁岩については県内の複数の河川で確認できたが，阿

久根市の高松川や川内川流域の中流部（鶴田町付近）な
どで多く含まれていることが確認された。県外の河川に
ついては宮崎県中部(国富町や綾町),熊本県の山田川(山
江村）や川俣川（東陽村)，御船川（御船町）などに多く
みることができた。

含まれる土器型式を対象とする。
なお，一つの型式にはすべて同じ鉱物・岩片が含まれ

ることはなく，土器型式の中の一部の土器に特徴的な鉱
物・岩片が含まれていることをお断りしておきたい。

滑石：曽畑式土器（縄文時代前期)，春日式土器〔北手
牧段階・前谷段階・驫木ヶ迫段階・南宮島段階〕
（縄文時代中期)，中尾田Ⅲ類土器（縄文時代中

期)，並木式土器（縄文時代中期)，阿高式土器
（縄文時代中期)，南福寺式士器（縄文時代後期)，

南島中世の土器
金色の雲母:前平式士器〔加栗山タイプ〕(縄文時代早期)，

辻タイプ（縄文時代早期)，平栫式士器（縄
文時代早期),阿高式系土器(縄文時代後期)，
市来式士器(縄文時代後期),丸尾式士器(縄
文時代後期),黒川式土器(縄文時代晩期)，
山ノロ式土器（弥生時代中期)，屋久島の各
時期の土器甑島の各時期の土器，奄美諸
島の一部の土器

角閃石：中原式士器（縄文時代早期)，深浦式士器（縄文
時代中期)，船元式系土器（縄文時代中期)，西
平式土器(縄文時代後期),山間部の弥生士器(弥
生時代前期～中期),土師器甕(古代～中世）

以上の士器型式は鹿児島県内本土の全地域でみられる
ものの，出土量には地域による差がみられる。また，地
域によってはこれ以外の土器型式にも多量の鉱物・岩片
を含んでいるものもある。
例を挙げると，滑石混入土器は薩摩半島の西海岸地域

に多く，また大隅南部地域では縄文時代晩期の組織痕土
器や古墳時代の成川式土器にも金色の雲母が多量に含ま
れるものもある。そして，有明町と大崎町方面の各時期
の士器や菱刈町と吉松町方面の土器は，それぞれ角閃石
が目立っている。

５胎土内にみられる赤色粒子
各時代の土器の胎士を観察していくと，鉱物とは考え

られない粒子を目にすることがある。特に，赤色～赤褐
色をした粒子については，水簸された士師器類にも１ｍ
̅2mmの大きさで観察され，混和材としての鉱物とは考

えられない。
前述したように,Shinoto・Hoffbauer両氏は磁鉄鉱が

焼成されることにより赤鉄鉱に変化したことを指摘して
いるが，磁鉄鉱だけを選んで混入したのではなさそうで
ある。また陶芸家の四元誠氏に伺ったところ，鉄分では
ないかとのことであった。そこで，この赤色粒子が何に
起因するものであるか調べるために，各時代の土器をサ
ンプルとして赤色粒子部分とそれ以外の胎士の成分とを

４特徴的な土器胎土
土器の胎士に含まれる鉱物・岩片の中で，肉眼でも比

較的わかりやすく特徴的なものには，滑石と金色の雲母
および角閃石がある。いずれの鉱物・岩片も微量に含ま
れる胎士もみられるが，今回はそれぞれの鉱物が多量に
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比較した。
サンプルとした資料は，川内市大島遺跡の弥生土器
(OK6.5W4044),金峰町白糸原遺跡の古墳時代の高杯(白

Ａ・Tn),大島遺跡の古代の土師器杯２点(oK8m3716,
OK8m2903)及び古代の器種不明の士師器(oK7.5m
2495）と古代の瓦(0K7mll89)である。
分析は，当センター所有のエネルギー分散型Ｘ線分析

装置により加速電圧20.00kV,取り出し角度29.05度，
作動距離20.00mm,有効時間100.00秒の条件下で分析し
た。その結果，全ての土器において赤色粒子部分と胎士
部分でFe(鉄）のスペクトル強度に差が認められた（第
３．４図)。
このように，胎士内の赤色粒子は四元氏が指摘したよ

うに鉄分が成因であり，意図的に鉱物としての赤色の粒
子を加えたものではないことが分かった。どのような現
象でそうなるのかについては不勉強であるが，高熱を受
けることによって粘土中の鉄分が集まってくるのではな
いかと考えられる。

このような赤色粒子はどの土器にも認められるという
ものではなく，地域に偏りがあるとすれば，粘士の産地
追究に使えるものと考えられる。特に川内平野の川内市
成岡遺跡・外川江遺跡・大島遺跡では，縄文時代早期の
押型文士器から中世以降の糸切り底の士師器に至るまで，
赤色粒子が目立っており，この地域の粘土の中に鉄分が
多く含まれる様相が窺える。今後，地質の面からもどの
地域の粘士に鉄分が多いのかを調べる必要がある。
なお，県内全域で出土する縄文時代早期前半の土器に

は５ｍ大の赤色岩片が目立っており，何に起因するもの
か検討を要する。

時代から古墳時代に認められ，上記の地域での使用頻度
が高い。しかし，金色の雲母が全く産出しない地域にお
いても，国分市上野原遺跡の平栫式土器や横川町星塚遺
跡の丸尾式土器等のように金色の雲母が多量に含まれて
おり，士器もしくは材料が持ち込まれた可能性がある。
どこの地域から持ち込まれたのかについては，各地域に
おける金色の雲母の特徴を見極めることや他の鉱物との
組み合わせで可能となると考えるが,今後の課題である。
角閃石は土器の胎士の中でも分かりやすい鉱物であり，

混入量が多ければ見分けがつきやすい。当初は産出地の
絞り込みが可能であると考えていたが，県内全域で一定
量の角閃石がみられることから，さらに支流を調べる必
要がある。なお，大崎町田原川と菱刈町境川での角閃石
含有量は他の河川より多い。また，縄文時代早期の中原
式土器にみられるような，５ｍを超える長粒の角閃石に
ついては，熊本地方であるだろうとの予想は付けられる
のであるが，特定するまでには至らなかった。今後，県
内だけでなく他の県の方々とも連携しながら追求してい
きたい。
赤色粒子については，磁鉄鉱の他に粘士内の鉄分が要

因であることが分かったので，例えば井戸水や温泉水の
成分分析結果を借用して，どの地域に鉄分が多いのか調
べていかなければならない。

これらの他に，土器の胎士を観察していくと，２ｍ以
上の透明な石英や軽石，それに火山ガラスなど特徴的な
ものがある。どこの地域で産出するのかの絞り込みは出
来ないかもしれないが，「少なくともこの地域では，この
鉱物・岩片は産出しない」というようなとらえ方はでき
るのではないかと考える。
なお，本誌に掲載されている黒川忠広氏の研究にある

ように，胎士内の鉱物・岩片だけでなく特定の粘士で焼
かれた土器を追及する必要もある。

６まとめ
土器の胎士内に含まれる鉱物・岩片で目立つものは，

滑石と金色の雲母，それに角閃石がある。鹿児島県内の
河川でそれぞれの鉱物・岩片が多く含まれる場所は，以
下のような地域であることが分かった。
滑石は鹿児島県内の河川では全くみられず，蛇紋岩を

産出する川辺町八瀬尾付近でも良質な滑石はみられない。
九州内で滑石を産出する地域は，長崎県の西彼杵半島～
長崎半島・福岡県の大牟田～糟屋郡周辺・熊本県の天草
～五木村周辺であり，鹿児島県内から出土する滑石混入

士器の材料もこれらの地域のものであると考えられる。
鹿児島県内で出士する滑石混入土器は大隅半島よりも薩
摩半島での出土例が多く，特に西海岸側の遺跡に多いこ
ともこのことを示している。
金色の雲母は高隈山系や南薩地方にもみられるが，特

に含有量の多い地域は大隅地方南部・屋久島・甑島であ
る。なお，紫尾山系の中でも泊野川には多量の金色の雲
母が含まれている。金色の雲母を多量に含む土器は縄文

７おわりに
本論では鹿児島県内の河川と県外の一部河川の砂礫を

採集し，その特徴について述べた。また土器胎士との比
較では特徴的な胎士に限られるものの，必ずしも遺跡周
辺の材料で製作されているのではないことが分かった。

この点の解釈については，様々な考えがあることから
（水沢1992.2004，小林２００４他)，第三調査係としての

結論は示さず，各人の考えに任せたい。
いずれにしても，今回の取り組みで良かったのは，県

内各地の川の状況を環境問題も含めて，直接感じとるこ
とができ，そしてフィールドワークの重要性を再認識で
きたことである。また，一人ではやれないことをグルー
プで行うことによって，目標を達成できた充実感もある。

さらに，土器接合の際に胎土の違いで種類分けするこ
とによって，接合する割合が高まった点である。士器の
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２００４「縄文土器の混和材一長野県川原田遺跡出土
土器の分類への視点」『国立歴史民俗博物館研
究報告』120国立歴史民俗博物館

建石徹1996「縄文時代中期における土器の移動に関する基
礎的研究」『士曜考古』２０土曜考古学会

２００２「縄文土器のライフサイクル-自然科学的手法
による接近を中心に-」『土器から探る縄文社
会」山梨県考古学協会

２００４「縄文時代における粘士の選択性」『国立歴史民
俗博物館研究報告』１２０国立歴史民俗博物館

建石徹・小林謙一２００２「宮平遺跡出土縄紋土器の胎士分析」
『民族考古」６『民族考古』編集
委員会

地学団体研究会（編）１９８２『土と岩石』東海大学出版会
千葉県文化財センター1984『千葉県文化財センター研究紀

要』８
中園聡・三辻利一・矢作健二・橋本真紀夫・辻本崇夫・
鐘ヶ江賢二・金子愛２００１「屋久島横峯遺跡出土縄文土器の

胎士分析」『日本文化財科学会第
18回大会研究発表要旨集』日
本文化財科学会

中村直子・中園聡・
三辻利一・本田道輝1995「南九州における弥生・古墳時代

土器の蛍光ｘ線分析」『日本文化
財科学会第１２回大会研究発表要
旨集』日本文化財科学会

1996「南九州における弥生・古墳時代
の胎士と型式」『日本文化財科学
会第13回大会研究発表要旨集』
日本文化財科学会

日本の地質『九州地方』
編集委員会（編)1992『日本の地質９九州地方』

共立出版株式会社
野尻湖火山灰グループ2001『新版火山灰分析の手びき』

地学団体研究会
本田道輝1996「入来遺跡（日置郡吹上町）採集の弥生土器

とその位置づけ」『大河』６大河同人
２０００「異なる素地を組合わせてつくられた土器」

『大河』７大河同人
松田光太郎・建石徹１９９９「関連科学胎士分析」『縄文時代』

10縄文時代文化研究会
水沢教子１９９２「縄文社会復原の手続きとしての胎士分析-

その研究史を概観して-」『信濃』４４-４
信濃史学会

２００４「岩石・鉱物からみた素地土採集領域一長野
県川原田遺跡出士士器の偏光顕微鏡観察か
ら一」『国立歴史民俗博物館研究報告』１２０
国立歴史民俗博物館

三辻利一１９９２「橋牟礼川遺跡出士須恵器の蛍光Ｘ線分析」
『橋牟礼川遺跡Ⅲ』指宿市埋蔵文化財発掘
調査報告書（10）指宿市教育委員会

村石眞純２００２「縄文土器の流通を考える」『土器から探る縄
文社会』山梨県考古学協会

各部位を口縁部や胴部と呼ぶように，胎士を人間の身体
に例えるならば血液と同じであり，決して他のものとは
つながらないのである｡今後とも胎士を見る目を養って，
土器が接合する確率を高めるとともに，土器がどこでつ
くられたのかを追究していきたい。
今後の課題は多いが，鹿児島県立埋蔵文化財センター

一丸となって挑戦していきたいと考える。最後になりま

したが，ご協力いただいたすべての方々に感謝申し上げ
ます。

【 註 】
１平成１６（2004）年１０月に川内市・東郷町・樋脇町・祁答
院町・入来町・里村・鹿島村・上甑村・下甑村が合併し，
薩摩川内市となった｡また１１月には吉田町･郡山町･松元町・
喜入町・桜島町が鹿児島市に編入した。

２雲母は風化すると表面が金～銀色に輝く。そのため，従
来「金雲母」と呼ばれることが多いが，鉱物名としての金雲
母(phlogopite)とは別物であるために，本論では「金色の
雲母」と呼称する。

３この土器群については黒川忠広氏が本誌掲載の論考でまと
められており，参照されたい。

４須恵器の蛍光Ｘ線分析については三辻利一氏により行われ
ている（三辻１９９２他)。

５宮田栄二氏のご教示による。
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